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改革改善
の考え方

①問題
点

企画展を考古博でなく美術博物館で開催するようになったため、考古博自体の入館者数が伸びない。

②改革
提案

体験講座などを魅力のあるものにする。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

企画展が時節に乗った内容であったためか、目標数より多くの観覧者があった。

総事業費①+② 17,973 12,749 11,738 12,098

1,920

臨時職員所要時間

一般財源 10,757 12,352 11,423 11,721

人件費計（千円）② 6,866 0

正規職員所要時間

起債

その他 350 397 315 377

県支出金

事業費計（千円）① 11,107 12,749 11,738 12,098 〔25特定財源〕(そ)使用料　諸収入
〔26特定財源〕(そ)使用料　諸収入
〔27特定財源〕(そ)使用料　諸収入

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

１　常設展示の開催
２　展示事業
３　学校・地域支援事業
４　秀水美人画美術館の展示替え
５　秀水美人画美術館の燻蒸
６　考古博物館施設維持

１　開催日数
２　開催数
３　開催数
４　実施数
５　実施数
６　非常灯用バッテリー取替

１　　294日
２　　２回
３　　40回
４　　４回
５　　１回
６　　１回

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

１　上郷考古博物館と秀水美人画美術館において、展示、講演会、講座等を実施。なお、考古博物館の常設展示替えを行う。
２　収蔵品の保管のほか、館の維持管理を行う。＜参考＞細々目名：考古博物館管理運営事業費
３　教育普及事業　（見学会、講演会、展示解説会、講座、勾玉作り等体験型ワークショップ、地域学習、職場実習、各種団体等への講
師派遣など）を実施。

平成25年度の企画展は美術博物館で開催し、教育普及事業のうち講演会・講座の一部については美術博物館を会場とした。

成果
指標

観覧者数（考古博物館） 1800 2000 1800 1800

成果
指標

展示・講座等へ参加した人数（美術博物館含む） 4000 5700 4000 4000

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

圏域住民数（人） 164580向上させたい上位施
策の成果指標

1 飯田の自然・歴史・文化を学んでいる市民の数（延べ
人数）

施設の数（館） 2

意図（どういう状態
にするか）

１　施設の維持管理を行う
２　展示、講座を行うことで考古学の研究成果を公表する

目
的

対象（誰・何を） １　上郷考古博物館・秀水美人画美術館

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 63 地域資産の保存・継承
基本計画上
の位置づけ

政策 6 地域の自然・歴史・文化を活かし続けるまちづくり

H27担当課等名 美術博物館 H27係等名 学芸係　 H26係等名 学芸係　

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 5 終了
事務事業名 考古博物館管理運営事業

会計 一般会計
51 11

事業種別 政策

6 施策№ 63 事業№


